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ソーシャル・インクルージョンの社会へ

島根あさひ社会復帰促進センター長

手塚 文哉

犯罪者処遇に関しては、これまでのソーシャ

ル・エクスクルージョンからソーシャル・イン

クルージョンに変化してきており、国だけでな

く地方公共団体や地域住民など、社会全体が一

丸となって取り組むことが極めて重要であり、

刑事施設において、矯正処遇を更に推進してい

く上で施設周辺住民の理解と協力は欠かせない

ものであります。

当センターは「地域との共生」を基本方針と

して、地域社会の理解と支援を得た被収容者の

社会復帰を図るための市民参加型の運営を目指

しております。

また、昨年 7月、政府の犯罪対策閣僚会議が

「再犯防止に向けた総合対策」を策定しました。

これには、出所後2年以内に再び刑務所に入所

する者等の割合を今後10年間で20%以上減少す

ることが目標として掲げられています。
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受刑者が再犯を犯す理由には、刑務所内での

教育の在り方、社会環境、家族・友人との関

係、貧困等、色々な要素がありますが、施設内

処遇から社会内処遇に速やかに移行できるシス

テム作りが必要であると考えております。仕事

を通して人と人とのつながりをつくることを教

える必要があり、中間施設等の設置の必要性を

強く感じております。

ここ数年、刑務所を取り巻く社会内処遇の制

度も大きな変化があります。一つは刑務所出所

者等の総合的就労支援対策で、ハローワークが

入った形での就労支援対策ができました。二つ

目は平成21年度以降、厚生労働省の予算で、各

都道府県に地域生活定着支援センターが置か

れ、刑務所出所者の福祉へのつなぎをコーデイ

ネートする機関が生まれました。そして、特別

調整によって満期出所者に対しても帰住先を見

つけることを行っています。

こうした取組が広まることによって、ソー

シャル・インクルージョンの社会が実現できる

のではないかと考えています。
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第60回から本運動の趣旨をわかりやすいものにするために「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支

える地域のチカラ」という副題が付されています。

そして行動目標としては

① 犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう

② 犯罪や非行に陥らないように地域で支えよう

③ これらの点について、地域社会の理解と協力の輪を広げよう

重点目標としては

「立ち直りを支える取組についての協力の拡大」、「就労・住居等の生活基盤づくりにつながる取組

の推進」が定められ、島根県内各地区推進委員会において様々な活動が実施されました。各地区の

取り組みについて、一部を写真で紹介します。

副社会を明るくする運動
・・'"権準・鋼会
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浜田地区(社明行事として小学生ソフトボール大会)
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保護司を拝命して早20数年が経ちました。

当時、若い保護司の誕生として、新聞に掲

載された数行の紹介文を同僚が見つけて教

えてくれたことを思い出します。あれから

当地の環境や他の保護司さんに恵まれてか、

i旦当する事も無く、「研修保護司」として

樺らず、これまで安穏に過ごしております。

父が長く保護司をしておりましたので、

退任を受けて引き継ぐ形となりました。住

職としてすでに行動制限が多いところに追

討ちをかけるような仕手Iちではないかと

思ったものです。

おそらく幼少期からの手に負えない悪ガ

キと呼ばれ、何度も親が謝罪の行脚に出た

記憶が払拭出来ずにいたのでしょう、悟空
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平成11年 6月、故福山保護司の献身的な

ご努力により、 17名の会員でスタートした

海士町更生保護女性会は現在14地区全部に

47名の会員を擁する地域住民から認められ

た組織に成長した。

活動の中心は、社明運動に伴う街頭広報

活動と愛の図書寄贈運動の募金集めである。

募金活動は、 6月に会員に呼びかけて総

会を開催し、この場で募金集めの実施方法

について詳細な打ち合わせを行い会員の意

識統一を図った上で 7月 1か月間、地区ご

とに全世帯を訪問し募金活動を行ってい

る。募金活動に先駆けて、町行政の理解を

得て、募金の趣意書と協力依頼を全戸に回

覧でお願いすると共に、防災行政無線によ

る2回の放送を行い、会員の募金集めが円

滑に実施できるように配慮している。

このような徹底した募金活動によって近

年の募金の実績は全世帯の75%約800世帯

、も 喧〆 の冬から大変お世話になりま

した。宗教家の真髄は社会福

祉の精神にみたりと、大学では社会福祉を

専攻し、卒論では「非行性人格の形成」と

いうテーマで挑んでみました。引用、参考

文献として法務省保護局編の機関誌「更生

保護」にどれほど助けられた事でしょう。

研究者の意見は勿論、現場の保護司さんの

生の声も多く、我が意を得たりと多用いた

しました。

もし今、少年の担当者となった時、遠く

にはなったが熱心に読みあさった経験と多

くの研修が彼等の為に役立てる事が出来る

のであろうか。そうであって欲しいと祈る

ばかりですが、本当に望むべくは、これま

で同様安穏な地であって欲しい。

徹底した募金活動の展開

海土地区更生保護女'生会

会長上田正子

の方から57万円余の浄財が集まっている。

町内の保育園から小学校2校、中学校、高

校の 5校へ各7万円全体で35万円を愛の図

書購入資金として寄贈していて学校等から

大いに感謝されている。又更女連盟へも相

応の送金を行っている。

募金活動が終了した後、町広報に募金の

実績とお礼、引き続き協力依頼の記事を掲

載している。会員一同これからも頑張るも

のと思う。




